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農業の生産性と持続性向上のためのスマート土壌診断システムの開発 

 
１ 代表部局・研究代表者 

北海道大学大学院工学研究院・渡慶次 学 
 

２ 研究目的 

農地の養分分布を反映させた適正量の施肥を行い、持続性と生産性

を備えた農業を実現させるため、生産者自ら簡便、迅速、安価に土壌診

断できるスマート土壌診断システムを開発する。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  土壌養分の簡便な抽出法の開発 

２種類のみの抽出剤を使用する簡便な土壌抽出法を開発する。 
（北海道大学大学院農学研究院 丸山 隼人） 

② 多項目同時分析チップの開発 

土壌抽出液中に含まれる、硝酸、リン酸、カリウム、マグネシウム

の４項目を同時に分析する分析チップを開発する。 
（北海道大学大学院工学研究院 渡慶次 学・石田晃彦） 

③ 分析用スマートフォンアプリのアルゴリズム開発 

分析チップにあらわれる呈色をもとに養分量を提示するスマート

フォンアプリの設計に必要な計算手法を検討する。 
（北海道大学大学院工学研究院 石田 晃彦） 

④ 土壌分析システムの評価    

土壌分析システムを試作し、北海道大学農場の土壌を従来および

本研究の方法で分析し、本システムの有用性を評価する。 
（試作：北海道大学大学院工学研究院 渡慶次 学・評価：大学院農学研究院 丸山 隼人） 

 

４ 今年度の目標 

硝酸、リン酸、カリウム、マグネシウムの４項目の分析が同時に数ス

テップで 10分以内に完了できる土壌分析技術を確立し、生産者自身で

行える画期的な土壌診断システムの実現に目途をつける。 

 

５ 期待される効果・貢献 

生産者自身で必要のつど圃場内の複数のポイントを土壌診断し，養

分分布に応じた施肥が効率的に実施できるようになることで、化学肥

料の使用量が低減され、環境負荷の低減と生産性の向上が見込まれる。 

 
  



農業の生産性と持続性向上のためのスマート土壌診断システムの開発

農地の養分分布を反映させた適正な施肥を行い、持続性と生産性を備えた農業を実現さ
せるため、生産者が自ら土壌分析を簡便、迅速、安価に行え、ITの支援により容易に土
壌診断できるスマート土壌診断システムを開発

本研究の目的

2｜多項目同時分析チップの開発

４｜土壌分析システムの評価

土壌から目的養分を簡便に抽出する手法を
検討（北海道大学・農・丸山）

４種類の養分を同時に分析できる紙製分析
チップを開発（北海道大学・工・渡慶次／
石田）

スマホにより分析チップの呈色を定量化す
る手法を開発（北海道大学・工・石田）

土壌分析システムを試作して土壌分析を行い、有用性を評価
（試作：北海道大学・工・渡慶次／評価：北海道大学・農・丸山）

１｜土壌養分の簡便な抽出法の開発

硝酸、リン酸、カリウム、マグネシウムの４項目の分析が同時に数ステップで10分以内に
完了する土壌分析技術を確立し、生産者自身で行える画期的な土壌診断システムの実現に
目途をつける。

今年度の目標

生産者が必要のつど土壌診断を実施 土壌改良や追肥のタイミングを
逃さずに施肥を実施

これまで困難だった適時・適正施肥に関する農業の課題が解決

ＳＤＧｓ・みどりの食料システム戦略の目標達成に貢献
生産性が向上化学肥料を減らし、環境負荷・コストを低減

期待される効果

研究内容

現状の土壌診断

過 剰 な 施 肥 追肥の機会の取り逃し

施肥コストの増大環境への負荷の増大 不安定な収量・品質

生産者が自ら圃場の養分分布を把握し、施肥に反映できる画期的な土壌診断技術が必要

養分のばらつきを含めた土壌状態の即時把握が困難

目的｜
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分析結果

土壌成分の
抽出

多項目同時
分析 スマホで測定 結果と施肥

設計の表示

３｜分析アルゴリズム開発


	令和5年度ロバスト公募研究概要様式（図）（代表_渡慶次）.pdf
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	令和5年度ロバスト公募研究概要様式（文と図）（代表_渡慶次）.pdf

